
ながら、それに合わせて演奏する様子をスマホで録画してもらい
ます。演奏後は、ガイドに入った「せーの！」という声に合わせて、
レンズに向けてハイタッチしてもらいました。

　提出期限の５
月17日、石巻か
ら 10 名 分、 開
成から45 名分の
動画が集まりまし
た。まずは、各

ファイルから音声ファイルを抽出して、波形編集ソフトでタイミング
をきっちり合わせました。ノイズ、風の音、川のせせらぎなどを取
り除いて、イコライザなどで聴きやすく調整する必要がありました。
　動画ファイル
は、あらかじめ決
めた配置になる
ように全てスマホ
のアプリで合成し
ました。それを、
最終的にパソコンの動画編集ソフトで音声とミックスさせて、完成
です。後から、バリトンサックス奏者が自宅でなんとなくカメレオン
を吹き始める→他のバリトン奏者やトロンボーン奏者もそれに加わ
る→全合奏になる、というストーリーを加えてみました。
　テレワーク合奏とは、どんな形であれ仲間と一緒に合奏してい
る事実を作り上げること自体に大きな意義があるのだと思います。
練習再開するまでの橋渡しとして、合奏ができない生徒たちのモ
チベーション維持に大いに役立つことは分かりました。しかし、こ
れからは、さらにこの手法を使ってバンドのレベルアップを図った
り、生徒たちに音楽的なフィードバックを与えるにはどうすればい
いか、模索する段階に来ていると思います。

　2015年、2019年と２度に渡って交流を重ねてきた宮城県の「石
巻ジュニアジャズオーケストラ」と開成町の「開成ジュニアアンサ
ンブル」の小中高校生 55 名が、自宅からテレワークで合奏し、
交流する試みを行いました。両バンドとも、新型コロナウイルスの
影響で３月から２ヶ月以上活動を休止しているため、メンバーは久
しぶりの仲間との合奏を楽しんだ他、保護者やファンの方 を々楽
しませることができたようです。
　５月６日、Facebookを通じて「カメレオンでリモートセッションし
ませんか？」と石巻ジュニアの指揮者の近藤さんに声を掛けたの
が事の始まりです。石巻ジュニアの皆さんは、来年 2021 年の３
月に開催予定の「第 10 回スプリングJazzコンサート〜創立 10
周年記念公演〜」にピアニスト・作編曲家の守屋純子さんと共
に特別ゲストとして招待する予定で、今回中止となってしまった
第９回演奏会の中でも大々的に宣伝する予定でした。ところが、
新型コロナウイルス感染症の影響により、当団のみならず全国の
音楽団体が、３月から２ヶ月間以上も活動休止を余儀なくされる、
という事態になりました。普通に合奏ができない、仲間とジャズ
ができない、という日々 がずっと続いています。
　そんな中、世界的な流れとして、プロアマ問わずテレワーク合
奏を公開する楽団が増えてきました。当団も、試行錯誤の末３
つのテレワーク動画を公開してみました。すると、動画を集めて
合奏に仕上げる作業が楽しいだけでなく、思いの外それが演奏
者や保護者・ファンの方々の励みになっていることに気づきました。
また、家が近くても遠くても全く条件が同じであるという、まさに“リ
モート”ならでは特徴も見えてきました。それならば今度は、遠く
のジャズ仲間とセッションをしてみたいと思うようになりました。
　５月10日、開成のメンバーと石巻の皆さんに、動画の募集を
始めました。曲は、過去２回の交流会で共通のレパートリーだっ
た「カメレオン」。それぞれの自宅などで、同じガイド音源を聴き
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会員数の状況（5月1日現在）
ブルーバーズ 26 名
スーパーブルーバーズ 26 名
育成会員 47 名
技術委員 4名
賛助会員 12 名

石巻ジュニア×開成ジュニアでテレワーク演奏！

［練習再開時期について］練習に使用し
ている開成南小学校の一般開放施設は

「７月１日からの利用再開に向け調整中」（６月５日現在）となっ
ています。活動再開まで団員達のモチベーションを維持させるた
めに、両バンドともテレワークでセクション練習や合奏を続けてい
ます。教室で合奏できる日が来るのが待ち遠しいです。（代表）

音楽室より

「楽しい風鈴まつり」写真：青木房雄さん
（2019 開成町観光フォトコンテスト 特選 教育長賞）


